
                                                                                                                     様式２ 

 

国立大学法人山形大学の中期計画新旧対照表 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するた

めにとるべき措置 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

【5-2】教職課程の質保証 

教育分野において中核となって活躍できる人材を

養成するために、教員養成機構においては、予測不

可能な未来社会を自立的に生きるために役立つ情報

活用能力の育成や、教員のICT活用指導力の向上を

目指した教育プログラムを新たに展開し、ICT活用

指導力を備えた教員を養成する。また、教職課程の

質向上のために、自己点検・評価・改善のPDCAサイ

クルを毎年度実施する。 

さらに、学部間・大学間での教育連携を進め、教員

養成機能の向上に取り組む。 

 

Ⅰ 教育研究の質の向上に関する目標を達成する

ためにとるべき措置 

２ 教育に関する目標を達成するための措置 

【5-2】教職課程の質保証 

教育分野において中核となって活躍できる人材

を養成するために、教員養成委員会においては、

予測不可能な未来社会を自立的に生きるために役

立つ情報活用能力の育成や、教員のICT活用指導力

の向上を目指した教育プログラムを新たに展開し

、ICT活用指導力を備えた教員を養成する。また、

教職課程の質向上のために、自己点検・評価・改

善のPDCAサイクルを毎年度実施する。 

さらに、学部間・大学間での教育連携を進め、教

員養成機能の向上に取り組む。 

全学教育研究組織等の見直しに伴い、山形大

学教員養成機構を廃止し、全学委員会として

山形大学教員養成委員会を新設したことによ

る名称変更。 
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別表 学部、研究科等及び収容定員 
 

 

学部 

人文社会科学部  １，２００人 

地域教育文化学部   ７００人 

理学部        ８４０人 

医学部        ８９６人 

工学部      ２，６００人 

農学部        ６６０人 

 

（収容定員の総数） 

６，８９６人 

研究科等 

社会文化創造研究科    ４８人 

医学系研究科      １５７人 

理工学研究科      ５７７人 

有機材料システム研究科 ２２６人 

農学研究科        ７６人 

教育実践研究科      ４０人 

 

（収容定員の総数） 

修士課程・博士前期課程 ８６６人 

博士後期課程      １１４人 

一貫制博士課程     １０４人 

専門職学位課程      ４０人 
 

 別表 学部、研究科等及び収容定員 
 

 

学部 

人文社会科学部  １，２００人 

地域教育文化学部   ７００人 

理学部        ８４０人 

医学部        ９０４人 

工学部      ２，６００人 

農学部        ６６０人 

 

（収容定員の総数） 

６，９０４人 

研究科等 

社会文化創造研究科    ４８人 

医学系研究科      １５７人 

理工学研究科      ５７７人 

有機材料システム研究科 ２２６人 

農学研究科        ７６人 

教育実践研究科      ４０人 

 

（収容定員の総数） 

修士課程・博士前期課程 ８６６人 

博士後期課程      １１４人 

一貫制博士課程     １０４人 

専門職学位課程      ４０人 
 

令和６年度までの期間を付した地域の医師確

保等の観点からの医学部入学定員の暫定増に

伴う収容定員の変更。 
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